
愛⻄市⽔道事業の理想像と目標設定1

資料３「パワーポイント資料」

時代や環境の変化に対して的確に対応しつつ、水質基準に適合した水が必要
な量を、いつでも、どこでも、誰でも、合理的な対価をもって、持続的に受
け取ることが可能な水道
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安全な水の供給体制の確立

具 体 的 な 状 況番号

⽔道⽔の⽔質は最新の科学的知⾒、⾼度化された浄⽔処理により、⽔道の規模にかかわらず、浄⽔場から
給⽔栓末端に⾄るまで⼗分に管理されており、⽔道利⽤者にもその情報は公開されている。①

⽔道事業の広報、情報公開が進み、科学的な安全と、⽔道事業者と⽔道利⽤者とのコミュニケーションに
より醸成された⽔道への安心と信頼が築かれている。②

取⽔井周辺の施設や農業⽤地などにおいて、化学物質の排出や排⽔等の管理に⼗分な注意が払われ、⽔道
⽔の取⽔に影響のない⽔質管理が⾏われている。③

小規模な浄⽔場等の⽔道施設にも⽔質に応じた必要な⽔準の浄⽔施設が導入されている。④

⽔道の需要量の減少を受け、⽔源の統廃合が⾏われる場合には、⽔質の良好な⽔源が優先的に選択され、
取⽔・配⽔系統の再編や配⽔管網の再構築と相まって、⽔道システムの改善が図られている。⑤

小規模貯⽔槽⽔道の定期検査や管理が確実に⾏われ、設置者の徹底した管理により安全性が確保されてい
る。⑥

小規模な⾃家⽤の未規制施設、飲⽤井⼾の台帳が全ての設置者で整備され、定期検査と管理が確実に⾏わ
れ、安全性が確保されている。⑦

給⽔装置の安全性が⾼まり、給⽔工事に関する事故が大幅に減少している。⑧

理想の達成に向けての施策目標
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強靱な水道施設の構築

具 体 的 な 状 況番号

⽔道施設の健全度が低下しないよう定期的な診断・評価が⾏われ、適正に施設更新が維持されており、浄
⽔場、配⽔池、基幹管路のほか、電気・機械・計装設備も含めて耐震化されている。また、基幹管路以外
の管路や給⽔管についても、適切な材質や仕様が採⽤され、耐震化が向上している。

①

耐震化された施設においては、当該箇所で想定される最大規模の地震動を受けたとしても、施設の機能に
重大な影響が及ぶことなく、⽔道⽔の供給が可能となっている。②

⽔道管路が適切に更新されていることにより、配⽔管等の損傷がほとんど発⽣せず、断⽔や濁⽔が発⽣し
ない⽔道が構築されている。③

施設や整備を含め事業運営の標準化や調整が進み、異なる事業者間での設備の融通や共同発注、備蓄、事
業効果、危機管理体制の充実が図られている。④

災害時や緊急時において給⽔するための配⽔池容量や応急給⽔設備、給⽔⾞等が確保され、必要最低限の
飲料⽔や⽣活⽤⽔が供給できる体制が構築されている。⑤

近隣及び遠隔地の事業者と相互応援協定が結ばれ、災害時や緊急時の給⽔体制が整備され、効果的な訓練
が⾏われている。⑥
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持 続 性 の あ る 水 道

具 体 的 な 状 況番号

⽔道の必要性、健全な⽔道事業のあり⽅が⽔道利⽤者に理解され、合理的な施設規模と⽔道料⾦の設定により、
安定した事業経営が実現している。

①

地域の主要な⽔道事業者を中心に事業者間の広域化等の連携が経営的、技術的に持続可能な運営体制が構築さ
れている。

②

官⺠連携がより⼀層進展し、⽔道事業に精通する職員が適切に配置され、⽔道利⽤者に根付く⽔道サービスの
信頼を⽀えるとともに、⼈員の確保と育成が計画的に⾏われている。

③

危機管理体制を確保しつつ、情報通信等の最新技術を活⽤し、遠隔管理による⽔道施設の運転の合理化・無⼈
化が進み、スマートメーター等の導入で、⽔道利⽤者の⽣活様式にあった合理的な料⾦徴収体制が構築されて
いる。

④

⽔源の安定性の確保、緊急時の⽔源確保に対応するため、広域連絡管の整備が進み、⽔道事業間の流域単位で
の⽔融通や流域間での⽔融通も可能となり、渇⽔や事故時にも安定して⽔道⽔を供給することが可能となる。

⑤

徹底した資産管理を実施し、管路や構造物、機械・電気設備を適切な時期に計画的に補修・更新し、⽔道施設
を起因とする事故の発⽣を抑制して、安定供給の信頼性が大幅に向上している。

⑥

⽔道施設は、地球環境に配慮し、また経営効率を⾼めるため、位置エネルギーを最大限活⽤した構造や配置と
なっている。また、ポンプ等の機械・電気設備は、より⼀層の省エネルギー化が図られ、⽔道施設で使⽤する
資機材や浄⽔発⽣⼟等の循環利⽤も積極的に⾏われている。

⑦

⽔道事業者、⺠間事業者のそれぞれが⽔道に携わる⼈材の育成を計画的に進め、それぞれの専門性を有する⼈
材が確保されている。

⑧



施策目標

計 画 諸 元項 目

平成36年度目 標 年 次

27,070⼈計画給水人口

10,000㎥/日計画⼀⽇最⼤給水量

8,400㎥/日計画⼀⽇平均給水量

5

愛西市水道事業計画 （計画諸元）

平成28年度の推計値を計画値としました。



6 平成２５年度の管路の状況

単位︓ｍ石綿
セメント管

ポリ
エチレン管

塩化
ビニル管鋼管ステンレス

鋼管
配⽔ポリ

エチレン管
ダクタイル鋳鉄管

非耐震継手GXNSSⅡ

総計その他APPPVPSPSUSHPPDIPDIP-GXDIP-NSDIP-SⅡ口径
57.057.0450

254.0254.0350

2,692.829.01,903.7288.5471.6300

968.83.0300.0197.8468.0250

8,925.37,668.71,256.6200

23,385.816,009.35.07,015.8240.6105.79.4150

725.014.0711.0125

29,494.227,891.81,577.011.813.6100

58,135.6122.0410.256,784.6114.8423.4233.142.55.075

0.065

93,308.25,641.087,466.360.9140.050以下
217,946.70.0139.06,051.2188,892.0119.860.9140.019,199.6485.5648.12,210.6小計
217,946.70.0139.06,051.2188,892.0180.7140.022,543.8合計
100.0%0.0%0.1%2.8%86.7%0.1%0.1%10.3%割合



単位︓ｍ石綿
セメント管

ポリ
エチレン管

塩化
ビニル管鋼管ステンレス

鋼管
配⽔ポリ

エチレン管
ダクタイル鋳鉄管

非耐震継手GXNSSⅡ

総計その他APPPVPSPSUSHPPDIPDIP-GXDIP-NSDIP-SⅡ口径

57.057.0450

254.0254.0350

2,693.329.01,903.70.5288.5471.6300

1,145.0294.8184.4197.8468.0250

8,925.620.848.37,470.6129.31,256.6200

24,353.215,166.29.31,167.16,631.81,263.7105.79.4150

711.0711.0125

30,962.527,428.51,683.21,577.0260.213.6100

60,020.3410.253,622.8122.217.44,743.6331.3725.342.55.075

0.065

96,036.411,925.875,090.71,100.961.97,857.150以下

225,158.30.00.012,336.0172,069.01,232.4127.615,451.018,520.22,563.4648.12,210.6小計

225,158.30.00.012,336.0172,069.01,360.015,451.023,942.3合計

100.0%0.0%0.0%5.5%76.4%0.6%6.9%10.6%割合

7 令和５年度までの管路の状況



⽔道施設耐震性能の現状8

施設名 重要度区分 耐震性能 代替施設

取水井 A2 診断未実施 県水

塩素混和地 A2 診断未実施 県水

管理棟 A1 有り 無し

配水池 A1 有り 無し

取水井 A2 診断未実施 佐織中部

塩素混和地 A2 診断未実施 佐織中部

配水ポンプ室 A2 診断未実施 佐織中部

圧力タンク A2 診断未実施 佐織中部

配水池 A2 無し 佐織中部

取水井(休止中) A2 診断未実施 休止中

塩素混和地(休止中) A2 診断未実施 休止中

管理棟 A1 有り 無し

配水池 A1 有り 無し

A1: 重要な施設(ランクA2以外のもの)
A2: 代替施設があるもの、重大な二次災害が生じる恐れが低いもの

(重大な二次災害:流出した水により住民の財産等に直接重大な損害を及ぼし
 たり、危険物等の流出により周辺の生活環境に重大な損害を及ぼすこと)

八開

佐織西部

佐織中部

系統



耐震性に優れた管種9

水道配水用ポリエチレン管(耐震管)

GX形ダクタイル鋳鉄管（耐震管）



10 ⼈口の実績
H16年度〜H25年度



⼈口の実績 H26年度〜R5年度
増減率
H26→

R5

2023年2022年2021年2020年2019年2018年2017年2016年2015年2014年年度

給⽔区域名
項目

R5年R4年R3年R2年R1年H30年H29年H28年H27年H26年

60,94161,37861,80462,42662,84963,05763,41763,93264,43065,020市全体⾏政区域内
⼈口(⼈)

31,00031,00031,00031,00031,00031,00031,00031,00031,00031,000本市⽔道事業計画給⽔
⼈口(⼈)

-6.24%21,48021,53721,68721,82922,07522,10322,16822,49822,70222,910佐織地区
給⽔区域内
⼈口（⼈) -10.89%4,1184,1584,2094,3234,3754,4324,4584,5274,5494,621八開地区

-7.02%25,59825,69525,89626,15226,45026,53526,62627,02527,25127,531合計

-6.30%21,42121,48021,63021,76922,02022,03922,10822,44222,64622,861佐織地区
給⽔⼈口
（⼈) -10.90%4,1134,1534,2044,3184,3704,4274,4534,5224,5444,616八開地区

-7.07%25,53425,63325,83426,08726,39026,46626,56126,96427,19027,477合計

99.799.799.799.799.899.799.799.899.899.8佐織地区

普及率(％) 99.999.999.999.999.999.999.999.999.999.9八開地区

99.799.899.899.899.899.799.899.899.899.8合計

82.482.783.384.285.185.485.787.087.788.6本市⽔道事業
給⽔⼈口/
計画給⽔
⼈口(％)

11



12 ⼈口の推移 H16年度〜H25年度



⼈口の推移 H26年度〜R5年度13
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14 収益的収⽀の実績
H16年度〜H25年度



収益的収⽀の実績
H26年度〜R5年度
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税抜(単位:千円)

年度 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

項目 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年

収益的収入 418,161 416,050 435,291 441,901 444,484 438,861 457,960 450,527 444,017 445,335

営業収益 399,555 397,102 415,619 422,103 423,821 417,078 349,280 399,905 334,207 306,939

営業外収益 18,590 18,947 19,671 19,792 20,663 21,783 108,680 50,622 109,811 138,396

内 他会計補助金 1,032 996 824 740 600 720 87,261 29,274 88,281 117,534

内 一般会計補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 87,381 116,414

内 一般会計繰入金 1,032 996 824 740 600 720 87,261 29,274 900 1,120

特別利益 16 0 0 5 0 0 0 0 0 0

収益的支出 442,536 429,796 427,660 425,490 408,127 451,435 449,761 436,847 422,943 463,724

営業費用 432,462 424,025 422,263 420,472 403,496 447,198 437,482 429,561 411,979 450,490

営業外費用 6,139 5,771 5,397 5,017 4,630 4,237 11,730 6,073 10,960 13,180

特別損失 3,936 0 0 0 0 0 549 1,213 5 54

-24,375 -13,746 7,631 16,411 36,357 -12,574 8,199 13,680 21,074 -18,389

※四捨五入のため、合計が合わない年度有り

損益



16 資本的収⽀の実績 H16年度〜H25年度



資本的収⽀の実績
H26年度〜R5年度
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税抜(単位:千円)

年度 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

項目 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年

資本的収入 35,910 51,638 33,545 90,779 49,482 51,777 60,802 34,573 24,330 150,705

分担金 8,316 7,226 9,030 10,352 15,648 15,880 10,574 12,452 15,110 11,022

工事負担金 24,489 43,012 24,515 80,427 33,834 35,897 50,228 22,121 8,220 36,183

企業債 0 0 0 0 0 0 0 0 0 103,500

他会計出資金 3,105 1,400 0 0 0 0 0 0 0 0

補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 1,000 0

資本的支出 139,268 134,256 96,490 205,006 147,802 153,601 165,608 198,001 341,717 300,099

建設改良費 116,751 111,372 73,232 181,367 123,777 129,182 140,789 172,775 316,078 274,039

企業債償還金 22,517 22,884 23,258 23,638 24,025 24,418 24,818 25,225 25,639 26,060

補填必要額 ▲ 103,358 ▲ 82,619 ▲ 62,945 ▲ 114,226 ▲ 98,320 ▲ 101,824 ▲ 104,805 ▲ 163,428 ▲ 317,387 ▲ 149,394

※四捨五入のため、合計が合わない年度有り
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まとめ

� ・⽔道事業は独⽴採算制

� ・収⽀均衡が重要

� ・財政計画や投資計画の⾒直しにおける
選択肢のひとつとして料⾦改定
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